
6月定例会レポート
補正予算審査
委員会報告
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こんなまちづくりに期待します
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新
体
制
ス
タ
ー
ト

新しい議会構成で
スタート

　

こ
の
度
の
、
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
就
任
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
務
の
重
さ
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

南
房
総
市
は
、
今
年
の
３
月
で
市
制
10
周
年
と
な
り
ま
し
た
が
、

財
政
面
で
は
合
併
の
恩
恵
も
残
り
５
年
を
切
り
、
市
の
財
政
は
、
今

後
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
に
お
き
ま
し
て
、

財
政
の
健
全
化
、
福
祉
や
教
育
の
充
実
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
防
災

対
策
等
々
、
市
政
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
市
政
に
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
市
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
、
誠
心
誠
意
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
付
託
と
信
頼
に
お
答
え
す
る
と
と
も
に
、
今
後
共

よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

５
月
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様

方
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と

と
な
り
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

浅
学
菲
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鈴
木
議
長
の
も
と

行
政
と
議
会
が
車
の
両
輪
と
し
て
の
議
会
運
営
に
努

め
、
市
政
の
円
滑
化
と
市
民
の
安
心
安
全
な
南
房
総

市
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
与
え
ら

れ
ま
し
た
仕
事
を
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長

辻　
　

貞
夫

議　

長

鈴
木　

直
一
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栗
原　

保
博

　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

　
　
　
　
　

真
木　

利
幸

　
　
　
　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　

川
名　

晴
作

　
　
　
　
　

寺
澤　

利
郎

　
　
　
　
　

羽
山　

和
夫

　
　
　
　
　

　
　

貞
夫

　
　
　
　
　

長
谷
川　

博

　
　
　
　
　

関　
　

壽
夫

　
　
　
　
　

川
﨑　

愼
一

　
　
　
　
　

新
体
制
ス
タ
ー
ト

全
国
市
議
会

議
長
会
表
彰

議
員
定
数
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　

常
任
委
員
会

委
員
長　
　

川
﨑　

愼
一

副
委
員
長　

平
川　

幸
男

委　

員　
　

木
曽　

貴
夫

　
　
　
　
　

川
名　

晴
作

　
　
　
　
　

栗
原　

保
博

　
　
　
　
　

　
　

貞
夫

　
　
　
　
　

川
上　
　

清

委
員
長　
　

寺
澤　

利
郎

副
委
員
長　

安
田
美
由
貴

委　

員　
　

青
木　

建
二

　
　
　
　
　

長
谷
川　

博

　
　
　
　
　

髙
木　

幹
男

　
　
　
　
　

阿
部
美
津
江

　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

委
員
長　
　

峯　
　

隆
司

副
委
員
長　

関　
　

壽
夫

委　

員　
　

真
木　

利
幸

　
　
　
　
　

羽
山　

和
夫

　
　
　
　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　

飯
田　

彰
一

　
　
　
　

　
委
員
長　
　

長
谷
川　

博

副
委
員
長　

青
木　

建
二

委　

員　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　

川
上　
　

清

　
　
　
　
　

寺
澤　

利
郎

　
　
　
　
　

川
﨑　

愼
一

　
　
　
　
　

峯　
　

隆
司

寺
澤　

利
郎

　

去
る
５
月
31
日
に
開
催

さ
れ
た
第
92
回
全
国
市
議

会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
、勤
続
15
年
以
上
（
町

村
時
代
の
在
職
期
間
の
２

分
の
１
を
加
算
）
と
、
勤

続
10
年
以
上
で
表
彰
を
受

け
た
３
人
の
議
員
に
、
本

会
議
場
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
た
。

 

青
木
　
正
孝 

議
員

 

鈴
木
　
直
一 

議
長

   
寺
澤
　
利
郎 

議
員

総
務
委
員
会
（
７
人
）

産
業
委
員
会
（
６
人
）

一
部
事
務
組
合
議
会

議
員
及
び
広
域
連
合

議
会
議
員

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議

員
（
１
人
）

議
会
運
営
委
員
会

（
７
人
）

福
祉
委
員
会
（
７
人
）

勤
続
15
年
以
上

勤
続
10
年
以
上

安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
議
会

議
員　
　
　

 （
２
人
）

三
芳
水
道
企
業
団
議

会
議
員

（
４
人
）

鋸
南
地
区
環
境
衛
生

組
合
議
会
議
員（

５
人
）

　

平
成
28
年
６
月
27
日
の
第
２
回
定
例
会
の
最

終
日
に
議
員
定
数
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
た
め
、

特
別
委
員
会
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。
委
員
は
、
議

長
を
除
く
全
議
員
19
人
で
構
成
。

　

少
子
化
に
よ
る
人
口
減
や
地
方
分
権
改
革
が

進
む
中
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は
非

常
に
重
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
当
市
議
会
の
議

員
定
数
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

調
査
期
間
は
平
成
29
年
６
月
末
ま
で
と
し
、
閉

会
中
も
継
続
し
て
調
査
す
る
。

　

議
員
定
数
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
正

副
委
員
長
は
次
の
と
お
り
。

　
　

委
員
長　
　

真
木　

利
幸

　
　

副
委
員
長　

羽
山　

和
夫
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　平成２８年６月（第２回）定例会が、６月３日から６月２７日までの２５日間開催され、条例議案５件、
一般議案５件、補正予算２件、発委案１件を審査した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。
　今回の議会で決まった主なこと、議決結果は次のとおり。

6 月定例会で決まった主なこと

定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議案ごとの賛否
鈴
木
　
直
一

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

髙
木
　
幹
男

長
谷
川
　
博

青
木
　
建
二

寺
澤
　
利
郎

川
上
　
　
清

飯
田
　
彰
一

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

川
名
　
晴
作

青
木
　
正
孝

羽
山
　
和
夫

木
曽
　
貴
夫

真
木
　
利
幸

議案第52号 附属機関設置条例の一部改正 議
長

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○

議員名
議案名

○：賛成　×：反対　欠：欠席
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

平成 28年　南房総市議会
第１回臨時会提出議案等議決結果（５月１０日）

第２回定例会提出議案等議決結果

議　案 件　　　名 議決結果

承 認 第 2 号 専決処分の承認（税条例等の一部改正） 原 案 承 認
全 会 一 致

承 認 第 3 号 専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部改正） 原 案 承 認
全 会 一 致

議案第 50 号 平成２８年度一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

同 意 第 2 号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 原 案 同 意
全 会 一 致

議　案 件　　　名 議決結果 付託委員会

議案第 51号 安全で安心な海水浴場等の確保に関する条例の制定 原 案 可 決
全 会 一 致 産　　 業

議案第 52 号 附属機関設置条例の一部改正 原 案 可 決
賛 成 多 数 総　　 務

議案第 53 号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
改正

原 案 可 決
全 会 一 致 総　　 務

議案第 54 号 国民健康保険税条例の一部改正 原 案 可 決
全 会 一 致 福　　 祉

議案第 55 号 白浜活性化施設「花の情報館」の設置及び管理に関する条例の一部改正 原 案 可 決
全 会 一 致 産　　 業

議案第 56 号 契約の締結（富山幼保一体化施設建設工事（建築工事）） 原 案 可 決
全 会 一 致 ―

議案第 57 号 財産の無償譲渡（和田浦ビーチ収納庫） 原 案 可 決
全 会 一 致 総　　 務

議案第 58 号 平成２８年度一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 59 号 平成２８年度水道事業会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致 予算審査特別

議案第 60 号 財産の取得（ノートブック型パーソナルコンピュータ） 原 案 可 決
全 会 一 致 総　　 務

議案第 61 号 相互救済事業の委託 原 案 可 決
全 会 一 致 総　　 務

議案第 62 号 財産の無償貸付の変更 原 案 可 決
全 会 一 致 ―

発 委 第 3 号 市議会会議規則の一部改正 原 案 可 決
全 会 一 致 ―
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○  

丸
山
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
解
体

事
業

５
４
７
万
円

問　

こ
れ
ま
で
の
年
間
利

用
者
数
は
。

農
林
水
産
課
長　

平
成
26

年
度
は
、
２
１
０
８
人
、

25
年
度
が
、
２
４
２
９
人

で
、24
年
度
が
２
８
３
４
人
。

　

平
成
28
年
６
月
16
日
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を

招
集
し
、
議
長
を
除
く
全

議
員
で
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
交
通
結
節
点
整
備
事
業

財
源
補
正

問　

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
が
０
円
に
な
っ
た

理
由
は
。

企
画
財
政
課
長　

補
助
率

10
分
の
６
と
有
利
な
交
付

金
だ
が
、
全
国
的
に
要
望

が
多
か
っ
た
。

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
管

理
運
営
事
業

53
万
円

問　

申
請
か
ら
交
付
ま
で

ど
の
程
度
期
間
が
か
か
る

の
か
。

平成28年度一般会計補正　（第２号）
1,806万円追加 218億 995万円総

額

市
民
課
長　

地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に

送
り
、
受
付
順
に
全
国
分

を
一
括
処
理
す
る
た
め
４

カ
月
程
度
か
か
る
。

○ 

産
学
協
働
地
域
活
力
創

造
事
業

７
１
４
万
円

問　

ど
こ
の
大
学
に
委
託

し
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を

求
め
る
の
か
。

市
民
課
長　

千
葉
工
業
大

学
と
連
携
し
、
地
域
資
源

を
活
用
し
な
が
ら
新
た
な

雇
用
創
出
・
若
者
の
定
着

を
図
る
事
業
を
展
開
し
て

い
く
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

２
５
０
万
円

問　

宝
く
じ
助
成
金
の
申

込
件
数
と
当
選
方
法
は
。

市
民
課
長　

昨
年
の
要
望

行
政
区
は
６
区
で
、
公
平

を
期
す
よ
う
く
じ
引
き
で

１
区
が
決
定
す
る
。

◎
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

問　

中
長
期
的
な
基
本
計

画
の
期
間
は
ど
の
く
ら
い

な
の
か
。補
正
額
に
見
合
っ

た
事
業
効
果
が
あ
る
の
か
。

水
道
局
長　

平
成
29
年
度

か
ら
10
年
間
の
計
画
を
立

て
る
予
定
。

　

28
年
度
で
は
、
高
料
金

繰
出
基
準
額
が
約
６
千
万

円
で
、
そ
の
２
分
の
１
の

約
３
千
万
円
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
見
込
み
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
。

補
正
予
算

総　

務　

部

市
民
生
活
部

農
林
水
産
部

昨年度のコミュニティ助成事業で補修された
二部区の山車
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委
員
会
報
告

委 員 会 報 告

ノートパソコン２４０台
３,０５６万円

　

６
月
15
日
、
総
務
委
員

会
を
招
集
し
、
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

個
人
番
号
の
利
用
お
よ

び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
改

正
問　

改
正
案
の
内
容
に
つ

い
て
、
簡
明
な
説
明
を
求

め
る
。

総
務

保
健
福
祉
部
長　

ぜ
ん
そ
く

等
小
児
指
定
疾
患
医
療
費
助

成
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

か
ら
当
該
制
度
に
関
す
る
も

の
を
削
除
す
る
。

◎ 

財
産
の
取
得
（
ノ
ー
ト

ブ
ッ
ク
型
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）

問　

今
ま
で
使
用
し
て
い

た
パ
ソ
コ
ン
の
処
理
は
ど

う
す
る
か
。

国民健康保険税
わずかに減額

　

６
月
15
日
、
福
祉
委
員
会

を
招
集
し
、審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

問　
高
額
所
得
者
で
課
税
上

限
が
上
が
っ
た
世
帯
数
は
。

市
民
生
活
部
長　

医
療
分

52
万
が
54
万
円
に
な
っ
た

の
は
１
２
５
世
帯
、
後
期

分
17
万
円
が
19
万
円
に

な
っ
た
の
は
２
１
９
世
帯

を
見
込
ん
で
い
る
。
こ
の

世
帯
の
増
税
が
、
中
間
所

得
者
の
減
税
に
な
る
。

問　
国
保
税
額
は
こ
の
３
年

間
で
ど
う
推
移
し
て
い
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

45
〜
64

歳
の
夫
婦
と
子
ど
も
２
人

で
所
得
３
０
０
万
円
の
世

帯
の
税
額
は
、
26
年
度

53
万
６
９
０
０
円
、
27
年

度
53
万
５
２
０
０
円
、
28

年
度
52
万
９
７
０
０
円
。

26
〜
28
年
度
で
７
２
０
０

円
、
１
．
34
％
の
減
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
。

福
祉

現在使用している学校事務用のノートパソコン

教
育
総
務
課
長　

使
用
済
み

パ
ソ
コ
ン
は
、
処
分
と
い
う

形
で
引
き
取
り
を
し
て
も
ら

い
、
使
え
る
分
は
代
金
を
い

た
だ
く
。

◎
財
産
の
無
償
譲
渡
（
和
田

浦
ビ
ー
チ
収
納
庫
）

問　

譲
渡
す
る
も
の
の
価

値
は
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
に
な
る
の
か
。

総
務
課
長　

減
価
償
却
期
間

が
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
残
存

価
格
で
、
７
万
円
か
ら
８
万

円
程
度
と
想
定
さ
れ
る
。
課

税
対
象
と
し
て
は
、
公
益
事

業
に
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、

減
免
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

◎ 

付
属
機
関
設
置
条
例
の

改
正

◎
相
互
救
済
事
業
の
委
託

　

原
案
ど
お
り
可
決
。
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委
員
会
報
告

海水浴場の条例を制定 産
業

　
６
月
14
日
、
産
業
委
員
会

を
招
集
し
、審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

安
全
で
安
心
な
海
水
浴
場

等
の
確
保
に
関
す
る
条
例

の
制
定

問　
他
の
自
治
体
の
状
況
は
。

観
プ
ロ
課
長　

平
成
27
年
３

月
に
館
山
市
、
平
成
28
年

３
月
に
鴨
川
市
と
鋸
南
町

が
制
定
し
た
。

問　

違
反
に
対
し
、
中
止

又
は
必
要
な
措
置
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る

が
具
体
的
に
は
。

観
プ
ロ
課
長　

ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
が
指
導
に
あ
た
る
が

従
わ
な
い
場
合
な
ど
は
警

察
等
と
連
携
を
と
る
形
で
マ

ナ
ー
の
確
保
を
し
た
い
。

問　

遊
泳
区
域
内
に
動
物

を
入
れ
る
こ
と
を
禁
止
と

あ
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

衛
生
上
の

問
題
や
犬
の
か
み
つ
き
な
ど

も
予
想
さ
れ
る
の
で
禁
止
と

す
る
。

問　

夜
間
の
花
火
打
ち
上

げ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
禁

止
す
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

花
火
は
禁

止
し
な
い
が
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ま
で
は
検
討
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
今
後
協
議

し
て
定
め
る
。

◎ 

白
浜
活
性
化
施
設
「
花
の

情
報
館
」
の
設
置
管
理
条

例
の
一
部
改
正

問　

キ
ャ
ン
パ
ー
が
来
る

こ
と
に
よ
る
移
住
定
住
に

繋
が
る
理
由
は
。

農
林
水
産
課
長　

日
本
Ｒ
Ｖ

協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
全
国
を
回
り
、
い
ろ
い

ろ
見
た
中
で
、
将
来
的
に
移

住
定
住
し
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て

い
る
。

問　
指
定
管
理
に
つ
い
て
。

農
林
水
産
部
長　

指
定
管
理

者
は
公
募
し
、
平
成
29
年

４
月
か
ら
指
定
委
託
を
予

定
。
指
定
管
理
料
は
設
定

し
な
い
方
向
で
考
え
る
。

問　

地
元
で
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
を
受
け
入
れ
て
い

る
施
設
が
あ
る
が
民
業
圧

迫
に
な
ら
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長　

基
本
的
に

は
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と

が
目
的
で
状
況
を
見
な
が

ら
進
め
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決
。

オートキャンプで利用できる白浜「花の情報館」

条例が制定された海水浴場

委 員 会 報 告
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9 人の議員が市政を質す

ン
等
を
改
め
て
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
に
、

多
額
な
経
費
が
か
か
る
の
で
、

無
償
シ
ス
テ
ム
は
使
わ
な
い
。

問
避
難
行
動
要
支
援
者
へ

の
体
制
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

市
長
個
人
情
報
を
支
援
関

係
者
に
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
名
簿
は
、
民
生

委
員
・
行
政
連
絡
員
・
館
山
警

察
署
・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
情

報
提
供
し
て
い
る
。
災
害
時
に

犠
牲
と
な
る
方
を
少
し
で
も
減

ら
す
よ
う
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
整
備
を
進
め
る
。

問
災
害
に
備
え
る
た
め
の

知
識
、
被
災
期
間
を
生

阿部美津江議員
問
統
一
的
な
基
準
に
よ
る

地
方
公
会
計
の
整
備
効

果
は
。

市
長
資
産
や
負
債
・
見
え

に
く
い
コ
ス
ト
で
あ

る
減
価
償
却
費
等
が
明
確
に
な

る
。
ま
た
、
他
市
と
の
比
較
も

容
易
と
な
り
、
今
後
の
施
策
判

断
の
重
要
な
資
料
と
な
る
。

問
新
公
会
計
に
移
行
す
る

た
め
の
費
用
は
。

総
務
部
長
固
定
資
産
台

帳
の
整
備
等

に
６
９
６
万
円
・
財
務
書
類
委

託
料
は
３
２
４
万
円
・
平
成
29

年
度
以
降
は
毎
年
約
２
０
０
万

円
程
度
か
か
る
。

問
多
額
な
費
用
を
か
け
業

者
委
託
せ
ず
、
国
か
ら

の
無
償
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

を
使
用
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長
シ
ス
テ
ム
に

合
う
パ
ソ
コ

き
延
び
る
支
援
や
心
得
を
記
し

た
防
災
啓
発
冊
子
を
作
成
し
て

は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
有
効
な
手

段
の
一
つ

だ
が
、
防
災
マ
ッ
プ・広
報・ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。

問
有
事
の
際
の
人
材
不
足

解
消
の
た
め
、
過
去
に

医
療
・
介
護
等
に
従
事
し
て
い

た
人
材
の
活
用
は
。

保
健
福
祉
部
長
社
会
福
祉

協
議
会
で

は
随
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

受
け
付
け
て
い
る
。
専
門
的
知

識
や
資
格
を
有
す
る
人
の
積
極

的
な
登
録
を
協
議
・
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。問

災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
主
団
体
と

地
域
事
業
者
と
の
体
制
づ
く
り

や
協
議
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
連
絡
先
及

び
連
絡
責

任
者
を
定
め
て
い
る
。
優
先
的

に
物
資
を
供
給
す
る
体
制
を
整

え
る
。

新
地
方
公
会
計
で
財
政
の
見
え
る
化
を

平
成
29
年
度
中
に
作
成
し
公
表
す
る

　予算審査特別委員会の執行部

災害時応援協定の締結式

命
を
守
る

防
災
対
策
を

一
般
質
問
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組
ん
で
い
る
。

問
道
の
駅
を
核
と
し
て
、

各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
情
報
集
発
信
機
能
の
強
化

策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
観
光

客
の
求
め
に
応
じ
て
的
確
に
対

応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。

問
企
業
誘
致
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
。

市
長
空
き
公
共
施
設
な
ど

を
活
用
し
、
現
在
、

十
五
企
業
が
立
地
し
て
雇
用
創

出
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
進
出
意
欲
の
あ
る

企
業
に
対
し
て
、
オ
ー
ル
南
房

総
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

し
、
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
雇

問
顧
客
満
足
度
を
高
め
る
た

め
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
・
商

品
開
発
が
進
ん
で
い
る
か
。

市
長
地
域
資
源
を
活
用
し

た
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
や
自
然
を
生
か
し
た
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
に
取
り

用
創
出
を
図
っ
て
い
く
。

問
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化

し
た
空
き
店
舗
の
今
後

の
活
用
方
法
は
。

市
長
住
宅
併
用
の
店
舗
で

あ
り
、
活
用
が
難
し

い
状
況
だ
が
、
中
に
は
前
向
き

な
所
有
者
も
お
り
、
引
き
続
き

こ
の
空
き
店
舗
の
活
用
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

問
活
性
化
の
充
実
に
向
け

て
、
職
員
も
企
業
的
な

概
念
、
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
公
務
員
に
は
公
務
員

の
行
動
様
式
が
あ

り
、
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、

活
性
化
を
図
る
に
は
民
間
の
経

営
感
覚
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
各
種
研
修

会
や
企
業
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

問
営
業
の
専
門
部
署
を
設

置
す
る
考
え
は
あ
る

か
。市

長
今
年
度
か
ら
、
移
住
、

定
住
、
企
業
誘
致
、

空
家
紹
介
の
窓
口
と
し
て
、
営

業
担
当
を
設
置
し
た
。

　

今
後
成
果
と
し
て
現
れ
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
増
員
や
部
署
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

職
員
も
意
識
を
変
え
て
民
間
企
業
同
様
の

行
動
様
式
が
必
要
で
は

平川　幸男議員

難
し
い
部
分
も
あ
る
が
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る

森林セラピーを体験

シャッター通り

一
般
質
問

観
光
業
の
充
実

産
業
と
雇
用

行
政
組
織
改
革
に

つ
い
て
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負
担
が
増
え
て
い
る
。
補
助
金

は
元
に
戻
す
べ
き
で
は
。

市
民
生
活
部
長
戻
す
こ
と

は
、
難
し

い
問
題
は
あ
る
が
、
支
援
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
。

問
児
童
生
徒
の
安
全
の
確

保
や
、
犯
罪
抑
止
を
目

的
に
、
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
を
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
が
、
本
市
で
は
。

市
長
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒

に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
広
く

市
民
の
安
全
安
心
と
い
う
観
点

か
ら
、
市
や
関
係
機
関
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
る
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
通
学
路

設
置
計
画
を
策
定
し
て

公
表
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
の
抑

問
市
内
に
は
、
防
犯
組
合

が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
活
動
内
容
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長
防
犯
組
合
に
よ
る
定

期
的
な
活
動
は
、
犯

罪
の
抑
止
に
効
果
的
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

問
防
犯
組
合
へ
の
補
助
金

を
半
額
に
し
た
理
由

は
。市

民
生
活
部
長
補
助
金
等

の
見
直
し

の
中
で
減
額
し
た
。

問
補
助
金
の
減
額
に
よ

り
、
防
犯
組
合
の
財
政

止
効
果
は
あ
る
の
で
は
。

市
長
設
置
計
画
は
策
定
し

な
い
。
今
後
、
施
設

の
新
設
改
修
時
に
、
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
市
内
に
は
、
学
校
再
編

に
よ
り
、
遠
距
離
通
学

に
な
っ
た
児
童
生
徒
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
導
入
さ
れ
た
。
一
方
、

以
前
か
ら
路
線
バ
ス
で
通
学
す

る
地
域
か
ら
は
、
通
学
負
担
の

軽
減
や
、
安
全
確
保
の
観
点
か

ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

教
育
長
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

よ
る
通
学
支
援
の

考
え
方
と
し
て
、
学
校
再
編
を

行
っ
た
学
校
に
つ
い
て
は
、
概
ね

小
学
生
は
２
㎞
、
中
学
生
は
４

㎞
を
超
え
る
児
童
生
徒
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
。
路
線
バ
ス
が
運

行
し
て
い
る
地
域
は
、
路
線
バ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
安

全
と
い
う
こ
と
で
は
、
バ
ス
会

社
に
は
通
常
の
お
客
と
は
違
っ

た
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

川上　　清議員

本庁舎の防犯カメラ

路線バスで通学する子どもたち

一
般
質
問

通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
求
め
ら
れ

て
い
る

防
犯
組
合
へ
の
補
助
金
は
減
額
す
べ
き
で
は
な
い

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
検
討
す
る
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一
般
質
問

整備計画内の市道

問
早
期
完
成
に
は
用
地
確

保
が
第
１
で
あ
る
。
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。
凸
凹
に
用

地
を
確
保
し
て
、
管
理
面
に
問

題
は
な
い
か
。
校
舎
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
間
に
公
道
が
走
る
が
、

生
徒
の
移
動
や
安
全
面
を
考
え
、

公
道
の
移
設
が
望
ま
し
い
。
そ

の
為
に
凸
凹
の
な
い
方
が
効
率

的
な
活
用
が
で
き
る
と
思
う
が

伺
う
。

教
育
長
用
地
は
多
く
の
方

か
ら
内
諾
を
頂
い

て
い
る
。
地
権
者
の
思
い
に
沿
い

な
が
ら
話
し
合
い
を
進
め
て
い

き
た
い
。
用
地
の
一
部
凸
凹
は
、

長谷川　博議員

統合小学校等建設事業で取得する計画の用地

必
要
最
小
限
の
用
地
確
保
の
た

め
。
管
理
上
の
問
題
や
不
便
な

点
等
は
、
生
じ
な
い
。
道
に
つ

い
て
は
、
敷
地
内
道
路
と
し
て
、

学
校
で
管
理
す
る
予
定
、
通
行

車
両
等
に
つ
い
て
は
、
学
校
関

係
者
、一
部
の
耕
作
者
に
制
限
し
、

生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い
。

問
丸
山
・
和
田
統
合
小
学

校
の
建
設
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
国
の
一
大
事
業
と
重
な
り
建

設
業
者
の
労
務
者
の
確
保
に
影

響
が
で
な
い
か
。
工
期
の
厳
守

と
工
事
費
増
加
の
可
能
性
は
あ

る
か
。
嶺
南
中
和
田
校
舎
を
統

合
小
学
校
が
完
成
す
る
ま
で
の

間
、
和
田
地
区
の
２
つ
の
小
学

校
で
活
用
は
出
来
な
い
か
。

教
育
長
現
段
階
で
は
平
成

31
年
度
中
の
開
校

に
間
に
合
う
見
込
み
、
計
画
工

事
費
は
38
億
円
で
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
っ
て
は
工
事
費
の
増

加
も
考
え
ら
れ
る
。
和
田
地
区

の
段
階
的
統
合
は
、
和
田
小
学

校
の
保
護
者
、
再
編
検
討
委
員

会
の
意
見
を
尊
重
し
て
現
行
の

ま
ま
と
し
、
統
合
小
学
校
等
の

早
期
完
成
に
努
め
る
。

問
小
・
中
・
高
等
学
校
事

務
職
員
は
、
経
理
の
基

本
と
書
類
の
内
容
が
理
解
で
き

る
資
格
を
も
っ
た
職
員
配
置
を
、

県
教
育
委
員
会
に
是
非
強
く
要

望
し
て
頂
き
た
い
。

教
育
長
今
、
南
房
総
市
の

小
・
中
学
校
で
事

務
に
当
た
っ
て
い
る
職
員
は
、

経
理
や
学
校
運
営
に
か
か
わ
る

面
で
も
、
非
常
に
よ
く
間
違
い

な
い
事
務
処
理
を
し
て
い
る
。

保
護
者
へ
の

信
頼
を

丸
山
・
和
田
統
合
小
学
校
の
早
期
完
成
を

平
成
31
年
度
中
の
開
校
を
目
指
す
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一
般
質
問

防災備蓄倉庫

問
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
助

成
を
し
て
い
る
自
治
体

は
。建

設
環
境
部
長
千
葉
市
・

佐
倉
市
・

市
原
市
。

問
部
分
補
強
も
住
宅
取
得

奨
励
金
の
対
象
に
で
き

な
い
か
。

建
設
環
境
部
長
現
在
の
住

ま
い
の
耐

震
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
必

安田美由貴議員

耐震シェルター

要
で
あ
り
、
ま
ず
は
住
宅
の
安

全
性
に
努
め
る
。

問
防
災
備
蓄
品
の
基
準
は

防
災
計
画
上
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
非
常
食
は

人
口
の
２

割
・
３
食
・
３
日
分
、
７
万
５
千

食
を
目
標
に
備
蓄
し
て
い
る
。

現
在
６
万
４
千
食
で
、
来
年
度

に
は
達
成
す
る
。

問
１
週
間
分
用
意
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
の

で
、
目
指
し
て
頂
き
た
い
。

　

車
中
や
自
宅
の
近
く
で
自
主

避
難
を
し
て
い
る
人
、
広
域
避

難
場
所
に
行
け
る
状
況
で
な
い

人
に
は
備
蓄
品
を
ど
う
配
る
の

か
。市

民
生
活
部
長
防
災
無
線

や
広
報
車

で
配
布
場
所
を
知
ら
せ
る
。

問
広
報
車
に
備
蓄
品
を
積

み
配
れ
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
状
況
に
応

じ
、
効
果

的
な
方
法
を
と
る
。

問
津
波
を
想
定
し
た
防
災

無
線
は
「
安
全
な
場
所

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
よ
り

「
今
す
ぐ
高
い
と
こ
ろ
へ
逃
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
大
津
波
警

報
発
令
時

の
自
動
放
送
を
も
と
に
検
討
呼

び
か
け
る
。

問
戸
建
て
市
営
住
宅
に
長

年
入
居
し
て
い
て
引
き

続
き
入
居
を
希
望
す
る
住
人
に

市
は
入
居
を
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

市
長
富
山
・
富
浦
の
市
営

住
宅
を
存
続
さ
せ
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
意
向
調
査
で
は
、
新
市

営
住
宅
へ
の
移
転
・
払

い
下
げ
・
自
主
退
去
の
三
択
だ
っ

た
。

　

50
年
以
上
住
む
人
か
ら
「
市

営
住
宅
の
ま
ま
と
ど
ま
る
選
択

肢
が
な
く
、
と
て
も
悔
し
い
。

今
後
ど
う
な
る
の
か
不
安
」
と

い
う
訴
え
も
あ
る
。

　

土
地
を
活
用
す
る
計
画
が
な

い
中
、
無
理
に
退
去
や
移
転
を

さ
せ
ず
、
入
居
者
の
意
向
を
尊

重
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
市
営

住
宅
の
建
設
計
画
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

建
設
環
境
部
長
買
い
取
り

や
他
へ
の

転
居
が
で
き
な
い
人
や
、
市
営

住
宅
の
需
要
も
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
の
あ
り
方
を
改
め
て
検
討

す
る
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
（
住
宅
の
一
部
屋
を
補
強
す
る
）
に

助
成
す
る
考
え
は

考
え
て
い
な
い

市
営
住
宅



14

自転車通学の生徒たち

問
初
期
消
火
に
必
要
な
防

火
水
槽
・
消
火
栓
の
設

置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
地
区
ご
と
の
設
置
状
況
は
。

②
設
置
の
基
準
は
。

③
地
区
ご
と
の
設
置
要
望
は
。

④
設
置
の
申
請
方
法
は
。

⑤
今
後
の
整
備
計
画
は
。

市
長
消
防
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
防
火
水
利
は
、

自
然
水
利
・
防
火
水
槽
・
消
火

栓
が
あ
り
、
防
火
対
象
物
か
ら

川 　愼一議員

富浦駅前の防火水槽

１
４
０
ｍ
以
内
に
水
利
を
設
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

設
置
要
望
は
各
行
政
区
か
ら

申
請
さ
れ
、
平
成
29
年
度
に
防

火
水
槽
新
設
２
カ
所
、
平
成
30

年
度
に
消
火
栓
か
防
火
水
槽
の

調
整
１
カ
所
を
予
定
。
消
火
栓

は
水
道
管
の
更
新
等
に
合
わ
せ
、

不
足
箇
所
を
整
備
す
る
。

市
民
生
活
部
長
防
火
水
槽

の
設
置

は
、
行
政
区
の
要
望
で
現
況
を

確
認
し
、
地
元
と
の
相
談
で
土

地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
れ
ば
、
設
置
し
て
い
る
。

水
道
局
長
消
火
栓
の
設

置
は
、
消
防

法
及
び
水
道
施
設
設
計
指
針
で

は
、
管
径
１
５
０
㎜
以
上
の
配

水
管
と
な
る
が
、
消
火
栓
の
呼

び
径
が
65
㎜
な
の
で
、
75
㎜
以

上
の
管
に
設
置
で
き
る
。

問
自
転
車
は
、
道
路
交
通

法
上
は
軽
車
両
と
み
な

さ
れ
、
自
動
車
と
同
じ
適
用
を

受
け
、
歩
行
者
と
の
事
故
で
加

害
者
に
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
、

裁
判
で
高
額
な
損
害
補
償
の
支

払
い
を
下
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

が
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
の
加

入
状
況
は
。

教
育
長
自
転
車
通
学
中
の

生
徒
が
加
害
者
に

な
る
事
故
は
、
歩
行
者
と
の
間

で
発
生
し
て
い
な
い
が
、
交
通

ル
ー
ル
や
運
転
マ
ナ
ー
の
指
導
・

危
険
箇
所
の
周
知
な
ど
、
事
故

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

千
葉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

で
は
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
の

加
入
も
啓
発
し
て
い
る
。
県
内

の
加
入
率
は
６
．
５
％
程
度
だ

が
、
保
険
の
加
入
は
必
要
性
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
周
知
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

自
転
車
通
学
に

お
け
る
事
故
防
止

対
策
は

一
般
質
問

防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
整
備
計
画
は

平
成
29
年
度
に
防
火
水
槽
新
設
２
カ
所
を
予
定
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建替えが必要な千倉衛生センター

問
合
併
特
例
債
の
活
用
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。市

長
約
２
５
５
億
６
千
万

円
の
発
行
可
能
額
の

内
、
約
87
億
円
を
発
行
済
み
。

問
今
後
の
活
用
見
通
し
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
丸
山
・
和
田

統
合
小
学
校

関　　壽夫議員

老朽化が進む大谷クリーンセンター

等
に
約
28
億
円
、
ご
み
処
理
施

設
に
約
38
億
円
、
し
尿
処
理
施

設
に
約
12
億
円
、
そ
の
他
約

49
億
円
、
計
約
１
２
０
億
円
の

発
行
予
定
。

問
そ
れ
ら
の
事
業
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

建
設
環
境
部
長
ご
み
処
理

施
設
は
昨

年
度
末
に
千
倉
町
大
貫
区
で
の

建
設
を
断
念
し
、
完
成
見
通
し

は
不
明
。
し
尿
処
理
施
設
は
今

年
度
中
に
候
補
地
を
決
定
し
、

当
初
予
定
よ
り
３
年
遅
れ
の
平

成
35
年
度
供
用
開
始
を
目
標
と

し
て
い
る
。

教
育
長
丸
山
・
和
田
統
合

小
学
校
は
予
定
通

り
平
成
31
年
度
開
校
で
進
め
る
。

問
合
併
特
例
債
は
平
成
32

年
度
ま
で
事
業
完
成
が

期
限
だ
が
、
ご
み
処
理
・
し
尿

処
理
施
設
と
も
期
限
に
完
成
で

き
ず
、
特
例
債
を
充
当
で
き
な

い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
事
業

の
優
先
順
位
を
再
検
証
し
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
事
業
を
１
年
で
も
早

く
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
責
任
で
あ
る
と
思
う
。
特
例

債
の
余
力
を
他
の
事
業
に
振
り

分
け
る
こ
と
は
危
険
と
考
え
る
。

問
特
例
債
は
約
３
割
の
負

担
で
事
業
を
行
え
る
有

利
な
財
源
で
、
財
政
の
厳
し
い

市
と
し
て
は
有
効
に
活
用
す
べ

き
で
あ
る
。
例
え
ば
大
型
事
業

の
優
先
順
位
を
再
検
討
し
、
新

庁
舎
建
設
は
考
え
な
い
か
。

市
長
市
の
財
政
は
、
特
例

債
の
余
力
が
で
き
て

も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
、
危
険

な
状
況
は
変
わ
ら
な
い
の
で
考

え
て
い
な
い
。一

般
質
問

大
型
事
業
（
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
施
設
）
の
頓
挫
で

合
併
特
例
債
の
使
い
道
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

１
年
で
も
早
い
完
成
を
目
指
し
見
直
し
は
し
な
い

問
熊
本
の
震
災
を
受
け
、

特
例
債
の
再
延
長
を
国

に
働
き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
考
え
て
み
た
い
。
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一
般
質
問

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
職
員

の
初
動
活
動
の
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。問

小
学
校
と
し
て
の
活
用

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
丸
山
・
和
田
地
区

の
学
校
再
編
検
討

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

「
旧
和
田
中
学
校
は
、
海
抜
が
９

ｍ
程
度
と
低
く
、
海
岸
に
も
近

い
こ
と
か
ら
、
地
震
に
よ
る
津

波
を
想
定
し
た
場
合
、
乳
幼
児

や
小
学
校
低
学
年
な
ど
の
避
難

に
は
相
当
な
時
間
と
労
力
を
要

す
る
た
め
、
小
学
校
や
幼
保
一

体
施
設
に
は
、
適
し
て
い
な
い
」

と
の
結
論
に
至
っ
た
。

　

小
学
校
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
は
、
保
護
者
か
ら
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
活
用
で
き
な
い
と

嶺南中和田校舎

問
地
域
防
災
計
画
及
び
対

策
は
万
全
か
。

市
長
防
災
計
画
は
、
地
震
、

津
波
、
風
水
害
等
に

対
す
る
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
、
災
害
復
旧
対
策
等
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ

れ
、
計
画
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
る
。

　

有
事
の
際
、
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
防
災
動

員
基
準
を
定
め
た
り
、
避
難
所

木曽　貴夫議員

富浦地区の避難訓練

考
え
て
い
る
。

問
入
会
地
問
題
が
発
覚

し
、
大
貫
地
区
で
の
建

設
を
断
念
し
た
。
誰
が
責
任
を

負
う
の
か
。

市
長
入
会
地
に
つ
い
て
は
、

事
業
開
始
時
に
は
判

明
し
て
お
ら
ず
、
用
地
取
得
の

最
終
段
階
で
初
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
事
務
執

行
は
適
正
で
あ
り
、
法
的
責
任

は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
道
義
的
責
任

に
つ
い
て
は
対
処
す
べ
き
と
考

え
る
の
で
、
安
房
広
域
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。

問
低
入
札
価
格
調
査
制
度

を
導
入
し
た
理
由
は
。

市
長
公
共
工
事
の
品
質
確

保
の
促
進
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
ダ
ン
ピ
ン

グ
受
注
を
防
止
す
る
た
め
、
適

地
域
防
災
計
画
と
対
策
は
万
全
か

計
画
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る

切
な
入
札
価
格
と
品
質
確
保
の

徹
底
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
導
入
し
た
。

旧
和
田
中
学
校
の

活
用
に
つ
い
て

広
域
ご
み
処
理
施

設
に
つ
い
て

入
札
制
度
に
つ
い
て
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問
和
田
浦
駅
は
、
海
が
見

え
る
景
観
を
持
ち
、
南

側
に
地
域
セ
ン
タ
ー
と
道
の
駅

が
隣
接
し
て
い
る
。

　

海
側
の
津
波
に
よ
る
災
害
避

難
に
は
鉄
道
線
路
に
分
断
さ
れ
、

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
。
陸
橋
を
作
る

こ
と
で
北
側
と
南
側
の
往
来
が

で
き
、
東
の
玄
関
口
の
活
性
化

和田浦駅横断陸橋のイメージ図

向畑ガード

　　貞夫議員

に
も
つ
な
が
る
。
横
断
陸
橋
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
和
田
浦
駅
北
側
か
ら

南
側
ま
で
の
横
断
陸

橋
の
規
模
は
、
電
車
の
上
を
越

え
る
高
さ
が
必
要
と
な
り
大
規

模
な
施
設
に
な
る
と
見
込
ま
れ

る
。
事
業
費
も
多
額
と
な
る
こ

と
か
ら
現
実
問
題
と
し
て
事
業

実
施
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

問
広
域
消
防
の
分
遣
所
が

北
三
原
に
移
設
さ
れ

る
。
向
畑
ガ
ー
ド
は
高
さ
制
限

が
あ
り
、
今
後
の
消
防
消
火
緊

急
活
動
に
支
障
を
来
た
さ
ず
通

行
で
き
る
低
床
消
防
車
の
配
置

を
要
望
す
る
が
、
現
在
、
安
房

郡
市
内
に
、
ガ
ー
ド
下
の
高
さ

制
限
２
．
７
ｍ
以
下
の
場
所
は

何
カ
所
あ
る
の
か
。

市
長
国
・
県
道
で
は
、
向

畑
ガ
ー
ド
一
カ
所
。

問
車
の
大
型
化
時
代
を
迎

え
た
今
、
向
畑
ガ
ー
ド

を
改
良
し
車
両
の
通
行
に
支
障

が
な
い
よ
う
改
善
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

市
長
安
房
土
木
事
務
所
で

は
、
整
備
が
必
要
な

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、

現
在
の
財
政
事
情
の
中
で
は
非

常
に
厳
し
く
、
今
後
、
財
政
事

情
な
ど
が
変
わ
っ
て
く
れ
ば
展

開
も
変
わ
っ
て
く
る
。

問
道
路
交
通
法
に
よ
る

ガ
ー
ド
の
高
さ
の
規
定

は市
長
昭
和
45
年
に
道
路
構

造
令
が
制
定
さ
れ
、

構
造
令
第
12
条
に
建
築
限
界
が

４
．
５
ｍ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

問
次
に
低
い
所
は
ど
こ

か
。

市
長
館
山
市
那
古
船
形
駅

近
く
の
県
道
に
か
か

る
ガ
ー
ド
で
、高
さ
は
３
．
４ｍ
。

非
常
に
厳
し
い

一
般
質
問

和
田
浦
駅
に
、
横
断
陸
橋
を

か
な
り
困
難
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追
跡
あの一般質問の行方は

　

返礼品を変えてからのふるさと納税の寄付金件数は。　　（平成２７年９月定例会）

８月末で１１８件、寄付金額は２，６１３万円。

平成２７年度のふるさと納税の実績は、７,１２０件、１億４,６９３万円でありました。
寄付金をいただいた人に、３つの事業メニューから寄付金の活用先を選んでいただきます。各

事業別の寄付件数と金額は次のとおりです。
　・子どもたちの笑顔を育む事業　　　　５,１４１件　１億９５０万円
　・自然環境を活かした地域づくり事業　１,７８５件  　３, ３８３万円
　・市民が主役のまちづくり事業　　　　  　１９４件　　　３５９万円
今後より多くの生産者や事業者に参画していただき、市内の活性化を図るとともに、市の財源確保に努めて
いきます。

その後

　定例会で行われた一般質問について、その後の状況を
お知らせするコーナーです。

追
跡
レ
ポ
ー
ト

寄付金は、子どもサポート手帳の配付に活用されて
いる。（１歳６カ月児が対象）

返礼品の一例（メロン）
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　広報が配布されると、最初に人口欄を見ます。
　出生14人、学年末には何人かな。このままでは、
限界集落になりやしないかと私なりに、抱き続けて
きた問題意識です。
　三月、丸幼小の閉園閉校式に、出席させていただ
きました。会場では、大人の方が多く、子どもは、ほ
んの一握りという光景に、時の流れを痛感しました。
　閉園閉校は寂しい限りですが、ご当地には、地の
利を生かし農業経営に励む、頼もしい若者たちの姿
があります。「生まれ育った所で生きていこう」と頑
張っておられる若者達を激励し、目の前に座ってい
る子ども達も、そうあって欲しいと願いました。
　地域活性化とは、そこに住む人々が地域の資源を
活用し、生活を営んでいる状態であり、目的は「地
域を存続させること」だと思います。
　それこそが、まちづくりの根源ではないでしょう
か。そのためにも、子育ては重要な役割を示します。
子育ては、大変です。働く女性に、より一層のご支
援を、お願い申し上げます。

　勤めていた企業を定年し、平成22年に松戸市から
富浦町に移住して丸６年が過ぎました。
この地（南房総市）は現役で働いていた頃から、ドラ
イブで遊びに来ては、「いつかは温暖なのんびりとし
たこの町で暮らしたい」の希望を強く持つようになり、
それが実現したのです。
　でも、この６年で町の様相は随分と変化しています。
町の商店が次々とシャッターを下ろし、歩いている人
はほとんど見かけなくなりました。年いった方が多く
買い物するにも車に乗って隣の町へ。「本当に人口が
少ないなぁ！」と感じています。広報を見ても、転入
者は多少あっても若い人たちは都会へと移ってしまう
のでしょうね。人口の減少が気になります。（もうす
ぐ４万人を割ってしまいそう…。）
　私が今携わっている富浦地域づくり協議会「さざ
なみ」は、『子どもからお年寄りまで、世代を超えて
集える健やかで活気あるまちづくり』を目的に設立さ
れました。
　地域づくり協議会の活動も軌道に乗り、本拠地「と
みうら元気倶楽部」やびわっこガーデンには多くの皆
さんが集まってもらえるようになりました。でも、ス
タッフも段々年を取り、このままでは続けて行くのも
困難になってしまいます。
　もう少し若い人の力を借りて「この町は楽しい！こ
の町に住んでよかった！」と言ってもらえるよう、行
政にも私たち市民にも課題が課せられていると思いま
す。

羽
はとみ

富　道
みちお

男さん
（富浦地区）

古
こみ や

宮　祐
さちこ

子さん
（和田地区）

市
民
の
声

市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の
投稿を募集しています。
掲載を希望する場合は、本文は４００字以内、顔写
真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる
場合があります。

連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地
　　　　　　　議会広報編集特別委員会

TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

市民と行政 一体となって 地域活性化⇒地域存続
　　　　　　⇒子ども
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５
月
10
日
の
臨
時
会
で
、
議
会
構
成
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
も
委
員
構
成
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南房総市議会のホームページで
録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

議会広報研究会　（７月４日　千葉県自治会館）

皆様に親しまれる広報づくりをめざして

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

　

７
月
４
日
、
県
内
市
町
村
の
議

会
広
報
担
当
者
を
対
象
に
、
千
葉

県
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
市

町
村
議
会
広
報
研
究
会
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
社
団
法
人
埼
玉
県
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
理

事
長
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
の

芳
野
政
明
氏
で
す
。

　
「
住
民
に
読
ま
れ
、
議
会
活
動

が
伝
わ
る
〜
議
会
報
の
基
本
と
編

集
技
術
〜
」
と
題
し
、
タ
イ
ト
ル

や
見
出
し
の
付
け
方
、
レ
イ
ア
ウ

ト
の
基
本
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、

発
行
さ
れ
た
議
会
報
を
題
材
に
、

工
夫
さ
れ
参
考
に
な
る
所
や
、
改

善
す
る
べ
き
所
の
具
体
的
な
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
内
容
を
参
考
に
、

よ
り
一
層
読
み
や
す
く
、
市
民
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く
り

に
励
み
ま
す
。

平
川
幸
男
委
員

　
　
　
　

安
田
美
由
貴
委
員

髙
木
幹
男
委
員

　
　
　
　

阿
部
美
津
江　
　

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長

羽
山
和
夫
委
員

　
　
　
　

川
名
晴
作
委
員
長

寺
澤
利
郎
委
員

　
　
　
　

長
谷
川
博
委
員


